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1.  平成21年7月期第2四半期の業績（平成20年8月1日～平成21年1月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年7月期第2四半期 1,250 ― 248 ― 206 ― 48 ―
20年7月期第2四半期 1,224 1.3 252 15.1 229 1.0 132 △11.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益
円 銭 円 銭

21年7月期第2四半期 2,913.74 ―
20年7月期第2四半期 7,994.22 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年7月期第2四半期 2,305 1,805 78.3 108,930.31
20年7月期 2,423 1,821 75.2 109,896.18

（参考） 自己資本   21年7月期第2四半期  1,805百万円 20年7月期  1,821百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年7月期 ― 3,500.00 ― 4,000.00 7,500.00
21年7月期 ― 4,000.00 ――― ――― ―――

21年7月期（予想） ――― ――― ― 4,000.00 8,000.00

3.  平成21年7月期の業績予想（平成20年8月1日～平成21年7月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,500 1.9 470 △8.9 490 △3.4 250 △15.6 15,080.23

4.  その他 
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、3ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、3ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年7月期第2四半期  16,582株 20年7月期  16,582株
② 期末自己株式数 21年7月期第2四半期  4株 20年7月期  4株
③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 21年7月期第2四半期  16,582株 20年7月期第2四半期  16,582株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料発表日現在における仮定を前
提としております。実際の業績は、今後、様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。 
２．当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14
号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。  
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期における日本経済は、米国のサブプライムローン問題に端を発した世界的

な金融危機や急激な円高が実体経済にも波及し、設備投資の抑制や消費の減少などにより、

景気の減速傾向が一段と強まりました。 

日用品雑貨化粧品業界におきましては、依然として小売業の店頭における競争は激しく、

原材料価格の上昇による企業収益への影響も続き、従来になく厳しい環境となりました。 

このような状況下ではありますが、当社は、日用品雑貨化粧品業界及び隣接業界のメー

カー・流通業の取引業務効率化のための情報化投資を支援するかたちで、従来に引き続き、

①主たる事業のＥＤＩ（企業間電子データ交換）サービスの利用率拡大（利用データ種・

接続データ本数の拡大）、②メーカー・卸売業間におけるＥＤＩサービス利用企業数の増加、

③メーカー・流通業を結ぶマーケティングネットワークであるバイヤーズネットサービス

の普及、④インターネットによる新技術を活用したＥＤＩシステムや新しいマーケティン

グ手法に関する啓蒙普及、に向けて活動を行いました。 

なお、第１四半期末日に、三菱商事株式会社からカスタマー・コミュニケーションズ株

式会社（ＣＣＬ）の株式の 40％を譲り受けたことから、当社がＣＣＬの所有株式数比率 41％

の筆頭株主となりました。ＣＣＬは、小売店のＩＤ付ＰＯＳデータを収集・分析するマー

ケティング・サービス・プロバイダーであります。当第２四半期は、ＣＣＬを卸売業・メ

ーカーのリテールサポート・サービス会社として位置付け、当社との協業を進めることで

マーケティングネットワーク機能のさらなる強化を図ります。さらに、今年６月予定の改

正薬事法の施行に先駆けて 2009 年４月からサービスを開始する「医薬品説明文書データベ

ース」の開発及び運用準備にも取り組んでおります。これは、一般用医薬品各メーカーが

登録する医薬品の説明文書や添付文書の情報を小売業の店舗に届けるというシステムで、

改正薬事法により義務化される一般用医薬品の販売時における情報提供を円滑に行なうた

めのしくみとなります。 

この結果、当第２四半期の売上高は 1,250 百万円（前年同期比 2.2％増）、売上総利益は

683 百万円（前年同期比 1.9％増）、営業利益は 248 百万円（前年同期比 1.9％減）、経常利

益は 206 百万円（前年同期比 10.3％減）、第２四半期純利益は 48 百万円（前年同期比 63.6％

減）となりました。 

※前年同期比は参考として記載しております。 

 

２．財政状態に関する定性的情報 

(1) 貸借対照表 

当第２四半期末の資産の部は、前事業年度末に比べ 118 百万円減少し、2,305 百万円とな

りました。 

流動資産は 120 百万円減少し、1,219 百万円となりました。これは、主に現金及び預金が、

109 百万円減少したこと等によるものであります。固定資産は前事業年度末に比べ 2 百万

円増加し、1,085 百万円となりました。 

負債の部は、前事業年度末に比べ 102 百万円減少し、499 百万円となりました。 

流動負債は 95 百万円減少し、362 百万円となりました。これは主に未払法人税等の減少等

によるものであります。また、固定負債は 6百万円減少し、137 百万円となりました。これ

は主に退職給付引当金の減少によるものです。 

純資産の部は、利益剰余金の減少等により、前事業年度末に比べ 16 百万円減少し、1,805

百万円となりました。 

 

㈱プラネット（2391）　平成21年７月期 第２四半期決算短信（非連結）

- 2 -



(2) キャッシュ・フロー 

・当第２四半期末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末

に比べ 109 百万円減少し、885 百万円となりました。 

・営業活動による資金の増加は、217 百万円となりました。これは主に、税引前四半期純利

益（86 百万円）の計上、ソフトウェアの減損損失（35 百万円）及び減価償却費（93 百

万円）、投資有価証券評価損（130 百万円）の計上があった一方で、法人税等の支払額（134 

百万円）があったこと等によるものであります。 

・投資活動により使用した資金は、261 百万円となりました。これは、関係会社株式の取得 

(89 百万円）、ソフトウェアの取得（136 百万円）があったこと等によるものであります。 

・財務活動により使用した資金は、66 百万円となりました。これは配当金の支払によるも

のであります。 

 

３．業績予想に関する定性的情報 

業績の見通しにつきましては、第２四半期累計期間に、金融市場の低迷や急激な為替変

動を原因とする投資有価証券評価損を洗替え方式にて計上致しましたが、現時点では他の

要因による業績の変動は想定されないことから、現時点におきましては平成 20 年９月 12 

日付「平成 20 年７月期決算短信（非連結）」に記載の業績予想に変更はありません。今後、

何らかの変化がある場合には適切に開示してまいります。 

 

４．その他 

(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

① 簡便な会計処理 

・一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第２四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化が

ないと認められるため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定して

おります。 

・固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して

算定する方法によっております。 

② 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

 

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

会計基準等の改正に伴う変更 

・「四半期財務諸表に関する会計基準」等の適用 

当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号 平成 19 年

３月 14 日）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第 14 号 平成 19 年３月 14 日）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」

に従い四半期財務諸表を作成しております。 
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5.【四半期財務諸表】 
(1)【四半期貸借対照表】 

(単位：千円)

当第２四半期会計期間末 
(平成21年１月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成20年７月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 885,330 994,921

売掛金 315,064 318,798

前払費用 3,606 3,656

繰延税金資産 13,966 18,464

その他 2,036 4,694

貸倒引当金 △100 △100

流動資産合計 1,219,904 1,340,435

固定資産   

有形固定資産   

建物 21,331 21,331

減価償却累計額 △18,879 △18,646

建物（純額） 2,451 2,684

工具、器具及び備品 16,189 16,189

減価償却累計額 △14,465 △14,165

工具、器具及び備品（純額） 1,723 2,023

有形固定資産合計 4,175 4,708

無形固定資産   

のれん 31,373 －

ソフトウエア 477,777 512,642

電話加入権 1,383 1,383

無形固定資産合計 510,534 514,025

投資その他の資産   

投資有価証券 242,680 331,624

関係会社株式 175,263 119,909

その他 153,063 113,099

貸倒引当金 △136 △144

投資その他の資産合計 570,870 564,489

固定資産合計 1,085,580 1,083,223

資産合計 2,305,484 2,423,659
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(単位：千円)

当第２四半期会計期間末 
(平成21年１月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成20年７月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 173,642 172,384

未払金 52,441 82,956

未払法人税等 76,825 137,431

賞与引当金 16,542 17,875

役員賞与引当金 8,000 15,000

その他 34,848 32,627

流動負債合計 362,299 458,274

固定負債   

退職給付引当金 72,561 82,549

役員退職慰労引当金 56,527 52,727

長期預り保証金 8,250 8,250

固定負債合計 137,338 143,526

負債合計 499,637 601,800

純資産の部   

株主資本   

資本金 436,100 436,100

資本剰余金 127,240 127,240

利益剰余金 1,219,339 1,237,347

自己株式 △1,494 △1,494

株主資本合計 1,781,185 1,799,193

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 24,661 22,665

評価・換算差額等合計 24,661 22,665

純資産合計 1,805,846 1,821,858

負債純資産合計 2,305,484 2,423,659
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(2)【四半期損益計算書】 
【第２四半期累計期間】 

(単位：千円)

当第２四半期累計期間 
(自 平成20年８月１日 
 至 平成21年１月31日) 

売上高 1,250,748

売上原価 567,189

売上総利益 683,558

販売費及び一般管理費 435,461

営業利益 248,096

営業外収益  

受取利息 920

有価証券利息 4,396

雑収入 313

営業外収益合計 5,630

営業外費用  

投資有価証券評価損 47,574

営業外費用合計 47,574

経常利益 206,152

特別利益  

貸倒引当金戻入額 8

特別利益合計 8

特別損失  

減損損失 35,517

投資有価証券評価損 83,334

その他 680

特別損失合計 119,531

税引前四半期純利益 86,628

法人税、住民税及び事業税 74,469

法人税等調整額 △36,144

法人税等合計 38,324

四半期純利益 48,303
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：千円)

当第２四半期累計期間 
(自 平成20年８月１日 
 至 平成21年１月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 86,628

減価償却費 93,126

減損損失 35,517

のれん償却額 2,240

受取利息及び受取配当金 △920

売上債権の増減額（△は増加） 3,733

仕入債務の増減額（△は減少） 1,257

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,333

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △7,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） △9,987

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,800

未払金の増減額（△は減少） 12,808

未払消費税等の増減額（△は減少） △4,286

投資有価証券評価損益（△は益） 130,909

その他 3,546

小計 350,041

利息及び配当金の受取額 2,374

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △134,550

営業活動によるキャッシュ・フロー 217,865

投資活動によるキャッシュ・フロー  

ソフトウエアの取得による支出 △136,568

関係会社株式の取得による支出 △89,681

のれんの取得による支出 △33,614

その他の支出 △1,384

投資活動によるキャッシュ・フロー △261,248

財務活動によるキャッシュ・フロー  

配当金の支払額 △66,207

財務活動によるキャッシュ・フロー △66,207

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △109,591

現金及び現金同等物の期首残高 994,921

現金及び現金同等物の四半期末残高 885,330
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当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号 平成 19 年３月 14

日）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 14 号 平成 19

年 3 月 14 日）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成し

ております。 

 

(4) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 
(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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６．その他の情報 

 
当第２四半期における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。 

前中間会計期間 

平成20年７月期 

中間期 

当第２四半期累計期間 

平成21年７月期 

第２四半期 

（参考）前期 
 (平成20年7月期) 

 

事 業 別 
金額(千円) 構成比（％） 金額(千円) 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％）

Ｅ Ｄ Ｉ 事 業 1,047,212 85.5 1,064,602 85.1 2,100,845 85.6 

デ ー タ ベ ー ス 事 業 166,391 13.6 173,851 13.9 331,346 13.5 

そ の 他 事 業 10,648 0.9 12,294 1.0 21,970 0.9 

合 計 1,224,251 100.0 1,250,748 100.0 2,454,161 100.0 

 

以上 
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「参考資料」 

前年同四半期に係る財務諸表 

（１）（要約）損益計算書 

 

 

前中間会計期間 

自 平成19年８月１日 

至 平成20年１月31日 

区分 金額(千円) 

Ⅰ 売上高 1,224,251

Ⅱ 売上原価 553,346

売上総利益 670,904

Ⅲ 販売費及び一般管理費 418,117

営業利益 252,787

Ⅳ 営業外収益 20,520

Ⅴ 営業外費用 43,514

経常利益 229,793

Ⅵ 特別利益 －

Ⅶ 特別損失 90

税引前四半期純利益 229,702

法人税、住民税及び事業税 98,479

法人税等調整額 △ 1,305

四半期純利益 132,528
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（２）（要約）キャッシュ・フロー計算書 

 

前中間会計期間 

自 平成19年８月１日 

至 平成20年１月31日 

区分 金額(千円) 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー 

１ 税引前四半期純利益 229,702

２ 減価償却費 85,723

３ 投資有価証券評価損  43,514

４ 受取利息及び受取配当金 △ 2,242

５ 売上債権の増加（△）又は減少額 700

６ 仕入債務の増加又は減少（△）額 △ 5,671

７ 賞与引当金の増加又は減少（△）額 875

８ 退職給付引当金の増加又は減少（△）額 4,357

９ 役員賞与引当金の増加又は減少（△）額 △ 7,250

10 役員退職慰労引当金の増加又は減少（△）額 3,375

11 未払金の増加又は減少（△）額 △ 22,696

12 未払消費税等の増加又は減少（△）額 △ 2,900

13 その他 △ 5,220

小計 322,267

14 利息及び配当金の受取額 1,688

15 法人税等の支払額 △ 79,693

営業活動によるキャッシュ・フロー 244,262

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー 

１ 投資有価証券の取得による支出 △ 50,000

２ ソフトウェアの取得による支出 △ 93,938

３ その他 △ 1,317

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 145,255

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー 

１ 配当金の支払額 △ 74,260

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 74,260

Ⅳ 現金及び現金同等物の増加又は減少（△）額 24,746

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 812,276

Ⅵ 現金及び現金同等物の四半期末残高 837,023
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（３）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 
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